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護
、
難
糞
　
難

田
　
　
　
治

り
り

螂
人
　
所

　
　
行
歳

行
発

発
兼
　
行

日
集
田

さ
1
編
　
　
発

月簿
　
　
　
士
・

三
億
三
千
七
百
八
十
八
万
円
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”ll川m川問監””Il川旧田川1川”11”川田川眉川”剛薯”皿

消
費
的
経
費
の
節
減
図
る

　
　
　
　
嗣
般
会
計
二
憶
八
百
升
八
万
三
手
円

昭
和
三
士
琿
度
の
各
会
計
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
た

め
・
去
る
三
月
五
日
市
議
会
定
例
会
を
召
集
し
十
五
日
間

の
会
期
を
待
ち
三
月
十
九
日
司
決
し
た
。
議
決
さ
れ
た
昭

和
三
十
二
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
二
億
八
百
三
十
八
万

三
千
余
円
で
・
こ
れ
に
特
別
会
計
一
億
二
千
九
百
四
十
九

万
二
千
余
円
、
計
三
億
三
千
七
百
八
十
七
万
五
千
余
円
・

昨
年
度
よ
り
三
千
六
百
九
十
七
万
五
千
余
円
増
で
あ
る
。

　
予
算
の
編
成
方
針
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

0
根
本
方
針
と
し
て
、
健
全
財
政
の

堅
持
．

②
新
市
五
ヵ
年
計
画
の
遂
行
と
・
緊

急
を
要
す
る
建
設
事
業
、
産
業
振

　
興
、
交
教
の
充
異
、
民
政
の
安
定

　
等
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に
推

進
。

①
消
極
的
経
費
は
極
力
節
約
。

0
人
件
費
は
、
条
例
に
も
と
す
く
自

　
然
増
以
外
は
出
来
る
だ
け
節
約
。

　
人
員
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
一
部

　
新
規
事
業
に
と
も
な
う
も
の
や
、

　
真
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

　
つ
い
て
の
み
考
慮
。

㊦
節
約
に
よ
っ
て
得
た
分
は
・
挙
げ

　
て
投
資
的
方
面
に
計
上
し
、
経
費

の
効
率
化
を
計
る
．

　
　
歳
入
の
五
四
％
は
市
税

　
　
都
市
計
画
税
を
新
設
、
二
百

　
　
万
円
を
見
込
む
”

　
経
済
界
の
好
況
に
よ
り
税
源
が
増

加
し
、
新
た
に
都
市
計
画
を
強
力
に

進
め
る
た
め
、
都
市
計
画
税
を
制

定
。
ま
た
国
や
県
の
施
策
に
対
応
す

る
国
庫
補
助
金
、
起
債
、
地
方
交
付

税
が
増
加
す
る
の
で
、
第
一
表
の
よ

う
な
財
源
内
訳
と
な
る
。

　
予
算
概
要

◎
歳
入
の
部

【
市
税
】
総
収
入
の
半
分
以
上
を

占
め
る
市
税
は
、

　
固
定
資
産
税
六
、
八
九
六
万
円

　
市
民
税
　
　
　
二
、
五
五
九
万
円

電
気
ガ
ス
税

た
ば
こ
消
費
税

都
市
計
画
税

自
転
車
荷
車
税

そ
の
他

と
な
っ
て
い
る
。

六
九
一
一
万
円

六
〇
〇
、
万
円

一
一
〇
〇
万
円

一
九
四
万
円

二
八
万
円

【
地
方
交
付
税
】
地
方
交
付
税
法
が

改
、
正
さ
れ
、
交
付
基
準
率
が
二
六
％

と
な
り
（
一
％
増
）
地
方
の
実
情
に

ょ
っ
て
交
付
さ
れ
る
。

　
三
十
一
年
度
よ
り
一
二
〇
万
円
増

の
三
、
三
〇
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。【

国
庫
補
助
金
】
主
な
も
の
は
、
生

活
保
護
費
と
し
て
一
、
八
六
四
万
円

川
治
中
学
校
建
設
補
助
六
一
〇
万
円

都
市
計
画
住
吉
ー
稲
荷
町
線
街
路
事

業
費
四
二
三
万
円
、
新
農
村
建
設
補

助
四
一
六
万
円
、
そ
の
他
消
防
、
統

計
、
社
会
教
育
費
補
助
等
が
あ
る
。

【
県
麦
出
金
】
福
祉
事
務
関
係
補
助

衛
生
費
補
助
、
農
業
委
員
会
費
補
助

等
で
一
二
〇
ロ
一
召
。

【
寄
附
金
】
可
搬
動
力
ボ
ン
プ
購
入

補
助
、
道
路
改
修
、
橋
架
替
工
事
等

斯
　
　
乃
㎝
3
0
御

役
。
蕊
㎎
μ
明

市
7
　
4
女
　
　
1

　
　
　
1
｝
口
　
　
月

町
　
　
　
　
糾
数

実
篇
帯
α

＋
　
　
　
宿
男
世

の
地
元
寄
附
金
が
一
八
三
万
円
。

【
市
債
】
川
治
中
学
建
設
費
起
債

七
四
〇
万
円
、
都
市
計
画
起
債
一
〇

〇
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

◎
歳
出
の
部

【
議
会
費
】
議
員
報
酬
お
よ
び
手
当

二
一
〇
万
円
。
事
務
職
員
給
与
費
七

五
万
円
、
旅
費
七
六
万
円
。

昭和32年度一般会計才入才出予算

馨
響
唇
給
お
藷
手

一当
が
二
、
六
九
〇
万
円
、
需
要
費
三

三
二
万
円
、
出
張
所
費
（
四
カ
所
）

八
七
万
円
。
監
査
、
公
．
平
委
員
費
五

六
万
円
、
新
市
建
設
促
進
費
一
九
八

［
．
万
円
、
こ
の
う
ち
連
絡
用
自
動
車

　
（
一
七
〇
万
円
）
の
購
入
を
見
込
ん

茎
い
る
．

咽
【
消
防
費
】
経
常
費
の
外
、
特
に
消
…

｝
防
力
に
力
を
入
れ
、
可
搬
式
動
力
ボ
一

一
ン
ブ
六
台
購
入
、
一
七
六
藤
水

一
槽
設
置
六
ヵ
所
三
〇
万
円
、
災
害
時

火
災
現
揚
と
本
部
と
の
直
接
連
絡
を
㎜

密
に
し
、
消
防
活
動
を
容
易
な
ら
し

む
た
め
、
移
動
無
線
機
二
局
購
入
費

一
…
夷
蜷
下
墨
葭

一
（
一
、
一
〇
〇
人
分
）
に
配
給
三
〇

万
円
．

［
蛭
籍
囲
舗
融
鷺
齪
甜

『
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
極
力
抑
制
し

｝
生
産
的
経
済
的
効
果
を
充
分
検
討
し

㎜
優
先
的
計
上
に
努
め
た
。
そ
の
主
な

一
も
の
は
、

　
道
路
新
設
改
良
費
　
七
〇
四
万
円

　
橋
架
新
設
改
良
費
　
四
〇
八
万
円

　
河
川
費
　
　
　
　
　
一
五
四
万
円

　
都
市
計
画
費
　
　
　
七
七
二
万
円

【
教
育
費
】
一
般
会
計
中
そ
の
占
め

一
る
割
合
は
二
三
・
八
％
で
、
経
常
費

⑪
外
新
規
に
計
上
し
た
主
な
も
の
は

　
川
治
中
学
校
建
設
費

　
も謙

沁ぞ
駕

　
　
趨

　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
五
〇
万
円

　
麻
畑
小
学
校
補
強
費
　
一
〇
万
円

　
吉
田
小
学
校
敷
地
買
収
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
万
円

　
十
日
町
中
学
校
増
築
費
二
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
へ

【
社
会
及
び
労
働
癒
設
費
】
市
政
の

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
民
生
安
定
施
策
に

力
を
入
れ
、
一
般
会
計
の
一
五
・
四

％
を
計
上
、
こ
れ
が
主
な
も
の
、

　
生
治
保
護
費
　
二
、
三
三
〇
万
円

　
児
童
福
祉
費
　
　
　
二
六
三
万
円

　
住
宅
費
　
　
　
　
　
一
二
五
万
円

　
失
業
対
策
事
業
費
　
二
八
七
万
円

　
民
生
諸
費
　
　
　

九
一
万
円

【
保
険
衛
生
費
】
環
境
衛
生
に
重
点

翻
き
・
消
墓
烈
驚
霧
器

↓
巾

　へ　

貌入
蟷

歳
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〃必γ6
ぐ
ヤ

　
　
　
“

教韻

4殖卿

串妓所音

出

潔
o、

風
・
蕊
　
　
歳

　
’
．
魁

　
　
．
　
’
σ
　
　
赴

望
、
総

3召6〆ダ

243／8ゆ2卿霜
ジ条

＼威欝

一
台
購
入
、
撒
水
車
吸
水
場
設
置
費

し
尿
汲
取
人
夫
小
屋
兼
薬
品
貯
蔵
庫

建
築
費
、
雪
中
用
し
尿
槽
（
三
〇
〇

石
）
設
置
費
等
に
五
三
万
円
、
し
尿

汲
取
専
用
自
動
車
一
台
購
入
費
一
Q

O
万
円
が
新
規
に
計
上
さ
れ
て
い
る

【
産
業
経
済
費
】
新
規
計
上
の
も
の

0
集
約
酪
農
建
設
費
四
六
五
．
万
円
。

　
そ
の
内
訳
に
乳
牛
導
入
四
〇
．
頭
畜

　
舎
改
善
飼
料
、
作
物
種
子
購
入
費

　
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
新
農
村
建
設
事
業
費
四
一
六
万
円

④
商
工
振
興
費
　
四
一
五
・
七
万
円

本
年
度
経
常
経
費
の
外
は
特
に
商
工

振
興
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
主
な
内

訳
は
、

　
織
物
宣
伝
費
　
　
　
　
五
五
、
万
円

　
輸
出
織
物
振
興
費
　
　
五
〇
万
円

　
全
国
主
要
都
市
貿
伝
費
五
五
万
円

　
秋
冬
物
求
評
会
共
催
費
二
〇
万
円

　
商
店
経
営
改
善
費
　
　
四
五
万
円

　
中
小
企
業
相
談
所
費
　
一
三
万
円

【
財
産
費
】
市
有
財
産
の
造
成
、
積

立
金
、
管
理
費
等
で
中
央
公
民
舘
建

設
資
金
四
〇
五
万
円
も
含
め
て
い
る

【
統
計
費
】
商
工
、
事
業
所
統
計
等

ほ
と
ん
ど
経
常
的
経
費
で
あ
る
。

　
尚
市
政
要
覧
作
成
費
に
一
三
万
円

計
上
し
た
。

【
選
挙
費
】
七
月
頃
行
わ
れ
る
農
業

㎜
委
員
選
挙
費
と
し
て
一
二
一
万
円
。

｝　
【
公
債
費
】
学
校
、
公
営
住
宅
、
道

路
改
修
の
事
業
資
金
と
し
て
現
在
三

［
、
〇
九
九
万
円
の
借
入
（
起
債
）
を

し
て
い
る
の
で
、
償
還
元
金
．
及
利
芋

並
に
一
時
借
入
金
利
子
で
四
二
、
五
万

円
計
上
。

【
諸
麦
出
金
】
徴
税
費
三
六
九
万
円

そ
の
主
な
も
の
は
今
年
家
屋
再
評
価

の
た
め
、
一
斉
調
査
を
行
い
、
そ
の

経
費
五
一
万
円
、
納
税
組
合
奨
励
費

二
六
〇
万
円
を
他
会
計
繰
出
金
と
し

て
九
九
〇
万
円
璽

　
国
保
会
計
へ
　
　
　
四
五
Q
万
円

　
直
営
診
療
所
会
計
へ
　
、
五
〇
、
万
円

　
公
益
質
屋
会
計
へ
　
一
〇
〇
万
円

　
上
水
道
会
計
へ
　
　
一
一
．
四
〇
、
万
円

　
古
田
診
療
所
新
営
費
べ
．
五
〇
万
円

◎
特
別
会
計

　
【
国
民
健
康
保
険
】

　
　
　
　
　
四
、
〇
一
八
・
六
万
円

　
【
国
促
直
営
診
療
所
会
計
】

　
　
　
　
　
　
　
六
四
八
・
○
万
円

　
【
公
益
質
屋
会
計
】

　
　
　
　
　
　
　
三
五
九
・
六
万
円

　
【
産
業
育
成
資
金
会
計
】

　
　
　
　
　
ス
七
〇
七
・
九
万
円

　【上水

道
会
計
】

　
　
　
　
　
六
、
一
四
〇
・
O
万
円

　
【
国
保
吉
田
診
療
所
新
営
費
会
計
】

　
　
　
　
　
　
　
七
五
・
一
万
円

｝

成
人
式
お
知
ら
せ

◆
日
時
“
五
月
一
日
午
前
十
時

よ
り
二
時
ま
で
。

◆
会
場
”
十
日
町
小
学
校
。

◆
該
当
者
“
昭
和
十
一
年
四
月

二
日
よ
り
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
市
在
住
者
、
約
千
名
。

◆
日
程
婦
午
前
ー
記
念
品
贈
呈

式
典
、
生
活
記
録
入
選
者
表
彰
。

午
後
ー
演
劇
（
市
内
劇
団
）
コ
ー

ラ
ス
（
合
唱
団
）
。

◆
生
活
記
録
の
寡
集

懸
に
滲
院
動
く

雪
害
事
情
調
査
団
來
市

　
兼
ね
て
県
下
豪
雪
地
帯
の
産
業
交

化
の
向
上
を
計
る
た
め
、
豪
雪
に
悩

む
市
町
村
で
は
県
、
国
に
対
し
て
積

極
的
な
雪
害
対
策
に
つ
い
て
施
策
を

説解

＋
日
町
市
は
遠
く

明
治
三
十
三
年
六

月
＋
日
大
火
災
に

よ
り
全
町
焦
土
と

化
し
、
町
債
を
起

し
て
巨
費
を
費
し

復
興
に
努
め
、
数
年
に
し
て
新
た
な

町
と
な
り
、
昭
和
九
年
二
月
八
日
都

市
計
画
の
適
用
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
事
業
と
し
て
は
僅
か
に
停

車
場
、
原
環
状
線
、
川
原
町
線
の
一

部
を
施
行
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、

酊
村
合
併
に
よ
り
農
、
工
業
都
市
と

な
り
、
そ
の
前
途
誠
に
洋
女
た
る
も

の
あ
り
、
都
市
計
画
の
事
業
推
進
は

現
実
の
問
題
と
な
っ
て
来
た
。
都
市

計
画
事
業
は
、
今
更
い
う
ま
空
も
な

く
都
市
的
発
展
の
基
盤
で
あ
る
街
路

の
整
備
新
設
、
土
地
区
画
整
理
、
公

園
緑
地
の
施
設
拡
、
張
、
道
路
側
溝
の

改良

等
都
市
的
形
態
を
整
備
し
、
も

っ
て
産
業
交
化
の
向
上
謹
展

多

び
と
な
っ
た
。
叉
市
制
施
行
の

合
併
条
件
と
し
て
都
甫
齢
画

の
街
路
網
　
が
別
表
の
通
り
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
が
完
成
の
暁

は
県
内
で
も
住
み
よ
い
十
日
町
市
と

し
て
誇
れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

十
日
町
都
市
計
画
税
制
定

を
期
す
る
事
業
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
年
は
十
日
冊
病
院
の
西

側
に
約
二
万
四
千
坪
を
土
地
区
画
整

理
を
行
い
、
都
市
と
し
て
の
発
展
を

計
る
と
共
に
、
住
吉
ー
稲
荷
町
線
を

国
庫
補
助
を
受
け
一
部
新
設
す
る
運

　
こ
れ
ら
都
而
計
画
事
業
促
進
の
た

め
に
国
か
ら
の
担
、
爪
も
あ
り
、
都
市

計
画
区
域
内
に
都
市
計
画
税
賦
課
区

域
を
定
め
、
次
の
と
お
り
都
宙
計

画
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

一
、
納
税
義
務
者
及
び
税
率

は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
賦
課
区
域

内
の
土
地
や
家
屋
の
所
有
者
で
、
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
価
格

に
対
し
て
百
分
の
O
・
二
を
賦
課
す

る
。二

、
賦
課
期
日
及
び
納
期
は
、

一
期
（
四
月
）
二
期
（
七
月
）
三
期

（
九
月
）
四
期
（
十
一
月
）
五
期

（
翌
年
二
月
）
と
固
定
資
産
税
の
納

期
と
同
じ
。

　
本
年
度
の
納
期
に
限
り
第

　
幽
期
を
九
月
十
六
日
か
ら

　
末
日
ま
で
、
第
二
期
を
十

　
一
月
十
六
日
か
ら
末
日
ま

　
で
と
定
め
た
。

要
請
中
で
あ
っ
た
が
、
去
る
四
月
五

日
午
後
二
時
県
副
知
事
の
案
内
に
よ

り
参
議
院
農
林
水
産
．
委
員
の
憂
雪
事

情
調
査
団
一
行
が
十
日
町
市
を
訪
れ

た
。

　
先
づ
積
雪
丈
余
の
愛
宕
山
、
十
日

町
森
林
試
験
場
を
訪
ね
、
高
橋
所
長

よ
り
雪
の
実
態
と
こ
れ
が
林
産
物
に

及
ぽ
す
雪
害
に
つ
い
て
技
術
的
試
験

結
果
の
発
表
、
特
に
県
内
三
十
万
町

歩
の
ポ
イ
山
を
救
う
に
は
階
段
植
林

に
よ
る
と
力
説
，
亜
び
各
種
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
附
近
を
視
察
、
午

後
四
時
よ
り
市
役
所
会
議
堅
で
開
催

の
豪
雪
対
策
協
議
会
（
市
町
村
、
農

業
、
委
員
会
、
農
業
協
同
組
合
、
養
蚕

連
合
会
）
に
出
席
、
郡
市
の
主
に
農

業
関
係
に
つ
い
て
雪
害
状
況
と
対
策

の
各
種
施
策
等
の
説
明
並
び
国
庫
助

成
の
要
請
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
た
。

▽
棚
誰
廻
麟
禁
産
奮
一

秋
山
俊
一
郎
（
自
民
）
河
野
謙
三

（
緑
風
）
鈴
木
一
（
社
）
清
沢
俊
英

（
社
）
西
川
彌
平
治
（
自
民
）

▽
新
潟
県
議
会
議
員

高
橋
正
治
、
中
林
三
男
三
郎
、
二
瓶

田
之
助
、
木
島
喜
兵
衛

▽
新
潟
県

副
知
事
　
　
　
鈴
木
武
男

農
業
経
済
課
長
　
　
　
野
原
　
　
正

農
業
改
良
課
野
　
　
　
石
井
　
一
雄

中
戯
交
庁
産
業
課
長
　
沢
　
　
英
男

県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
営
農
指
導

課
長
　
　
　
　
　
吉
村
新
蔵

一
、
緊
急
対
策
の
内
容

A
農
業
雪
害
対
策
に
つ
い
て

　
①
撒
土
消
雪
に
必
要
な
経
費
の
助

　
成

　
②
水
稲
予
備
苗
代
設
置
に
要
す
る

経
費
の
助
成

　
③
市
町
村
病
虫
害
防
除
機
具
補
助

　
枠
の
拡
大
及
ば
薬
剤
の
購
入
補
助

　
④
森
林
、
桑
園
、
土
木
工
事
の
雲

害
復
旧
費
の
増
額

B
　
土
木
（
土
地
改
良
を
含
む
）
事

で
税
額
及
び
保
険
料
の
納
付
の
都
度

変
付
し
た
が
今
度
四
月
よ
り
九
月
迄

の
分
を
十
一
月
末
日
・
十
月
よ
り
三

月
迄
の
分
を
翌
年
の
五
月
末
日
に
変

▽
内
容
”
成
人
に
な
っ
た
感
想
を
つ

　
y
っ
た
も
の
。
論
交
、
作
交
、
日

記
、
詩
な
ど
。

▽
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
。

▽
〆
切
“
四
月
二
十
三
日
、
甫
公
民

舘
宛
（
当
日
消
印
有
効
）
。

※
該
当
者
は
住
民
簿
に
ょ
っ
て
調
査

　
す
る
の
で
、
四
月
二
十
日
頃
ま
で

　
に
通
知
の
な
い
者
は
市
公
民
舘
へ

申
し
出
の
こ
と
。

業
対
策
に
つ
い
て
　
　
［

　
①
土
木
事
業
の
完
工
期
限
の
延
畏
・

を
八
月
末
迄

②
鐘
に
対
す
る
肇
畳

上
　
　
　
　
　
　
㎜

C
　
恒
久
対
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
『

　
①
地
方
変
付
税
率
の
引
上

　
②
農
業
所
得
税
率
の
引
上

　
③
除
雪
ブ
ル
ト
ー
ザ
等
に
対
す
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

設
置
補
助
　
　
　
　
　
　
　

D
地
域
給
の
引
上

以
上
の
陳
情
や
要
望
に
対
し
各
資
料
｝

今月の納税

固定資産税（第一期）

納期限4月30日

今年も完納明るい家庭

の
提
供
に
対
し
一
行
は
理
論
的
に
理

解
し
た
模
様
で
あ
っ
た
。

個
人
交
付
は
廃
止

　
　
　
　
納
税
奨
励
金
は
補
助
金
に

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
「
十
日
酊
市
納
税
奨
励
条

例
」
が
昭
和
三
十
二
年
四
月
よ
り

「
納
税
組
合
補
助
金
交
付
規
定
」
と

し
て
実
施
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

『
個
人
の
納
期
内
納
付
は
今
ま
で

三
分
交
付
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
廃
し
、

組
合
で
取
り
纏
め
納
付
し
た
税
額
に

対
し
て
四
分
の
補
助
金
を
交
付
す
る

．
事
に
な
っ
た
。

一
二
、
組
合
事
務
処
理
費
と
し
て
一
人

一
三
十
円
の
補
助
金
が
六
十
円
と
な
っ

簾＝
二
、
組
合
の
資
格
は
旧
条
例
で
十
人

『
以
上
の
納
税
義
務
者
で
あ
っ
た
が
新

亙
震
が
髪
し
た
矯
叢
義

｝務
者
も
該
当
す
る
事
に
な
っ
た
。

四
、
補
助
金
の
変
付
期
日
は
、
今
ま

付
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
従
っ
て
年
二
回
交
付
す
る
わ
け
で

あ
る
。
事
務
補
助
費
は
翌
年
五
月
末

日
と
な
る
。

水
道
委
員
会
開
催

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
九
日
午
後
一

時
本
年
度
事
業
決
定
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
た
。
決
定
事
項
次
の
通
り

一
、
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
の
請
負

に
つ
い
て

0
事
業
内
容
配
水
管
殼
置
小
学

校
裏
に
配
水
地
設
置
　
訪
諏
町
ー
高

田
町
一
ー
五
丁
目
迄
送
水
管
の
敷

設
昭
和
町
二
ー
四
丁
目
迄
送
水
本

霧②
入
札
期
日
の
決
定
四
月
二
十
日

二
、
指
名
業
者
の
決
定

①
ボ
ン
プ
　
配
電
施
設
　
電
動
機

6Q
H
P
■
機
電
動
機
ヂ
ー
ゼ
ル
直

結
8
0
H
P
■
機

　
荘
、
購
ボ
ン
プ
（
墓
尿
）

日
立
ボ
ン
ブ
（
同
）

②
配
水
池
配
菅
工
事
ボ
ン
ブ
堅

（
送
水
本
管
二
、
五
六
〇
M
・
配
水

管
二
、
四
〇
〇
M
）

　
浅
野
物
産
株
式
会
社

川
崎
建
設
株
式
会
社

　
久
保
田
水
道
株
式
会
社

　
昭
和
水
道
土
木
株
式
会
社

　太

平
建
設
工
業
株
式
会
社

三
井
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ロ
ハ
順
）

豪
雪
対
策
に

つ
い
て

現
在
の
積
雲
量
は
近
年
に
そ
の
例

を
見
な
い
豪
雪
な
の
で
春
作
特
に
苗

屠▲イ

壷藷8
　
▼
三
十
二
年
第
”
回
定
例

議
會
一
　
（
会
期
十
五
日
間
）
三
月

五
日
か
ら
三
月
十
九
迄
新
年
度
予
算

案
等
四
十
二
件
を
審
議
可
決
し
た
。

　
キ
　
テ

『
消
雪
促
進
の
方
法

①
撤
土
消
雪
　
波
状
消
雪
　
潅
水
消

曽②
苗
代
用
地
の
除
雪

一
一
、
消
雪
手
段

①
消
雪
対
照
を
苗
代
予
定
地
、
冬
作

実
施
地
、
馬
鈴
薯
植
付
予
定
地
、
稚

蚕
共
同
桑
園
を
重
点
と
す
る
こ
と
。

②
消
雪
は
出
来
る
だ
け
一
斉
作
榮
と

す
る
こ
と
。

④
前
項
を
以
っ
て
し
て
も
苗
代
の
お

く
れ
る
お
そ
れ
あ
る
地
帯
は
除
雪
を

行
う
こ
と
。

三
、
消
雪
促
進
方
法
の
比
較
（
四
月

十
日
実
施
、
こ
の
と
き
の
積
雪
の
深

さ
は
二
百
三
十
五
糎
）
　
農
林
省
林

業
試
験
場
十
日
町
試
験
地

1
自
然
積
雪
区
“
消
雪
日
五
月
十

一
日
　
所
要
日
数
三
十
一
日
清
雪
促

進
日
数
O
日

2
積
雪
下
七
〇
糎
掘
下
げ
て
水
、
平

し
た
も
の
”
消
雪
日
五
月
六
日
所

要
日
数
十
六
日
　
消
雪
促
進
日
数
五

日3
　
同
石
撤
土
区
網
消
雪
日
四
月
二

十
八
日
所
要
日
数
十
八
日
消
雪

促
進
日
数
十
三

4
巾
一
米
、
深
さ
一
米
の
条
掘
り

し
た
も
の
（
条
の
方
向
は
南
北
）
皿

消
雪
日
五
月
三
日
　
所
要
日
数
二
十

三
日
　
清
雪
促
進
日
数
八
日

5
同
右
撤
土
区
”
消
雪
日
四
月

二
十
九
日
所
要
日
数
十
九
　
消
雪
促

進
日
数
＋
一
一
日

四
、
撤
土
の
量
　
最
も
普
通
に
得
ら

れ
る
褐
色
土
で
行
っ
た
結
果
で
は
坪

当
り
一
乃
、
至
二
升
で
充
分
で
あ
る
。

五
、
撤
土
の
時
期
　
融
雪
始
め
の
晴

天
の
早
朝
に
行
う
の
が
一
番
効
果
が

あ
る
。
　
　
　
　
　
（
経
済
課
ノ

雛鷺

腰
麟

一14
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樂
し
い
族
行
に

こ
ん
な
心
づ

　
春
の
旅
行
、
遠
足
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
く
ば
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で
は
、
安
全
に
印
線
よ
く

目
的
を
達
し
よ
う
と
し
て
・
慎
重
な
計
画
を
立
て
＼
い
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
で
家
庭
と
し
て
は
ど
ん
な
配
慮
を
し
て
い
た
y
い
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

一
、
ま
す
単
校
の
旅
行
計
画
に
つ
い

　
て
よ
く
理
解
し
て
頂
く
こ
と
で
し

　
よ
う
。

二
、
次
に
そ
の
計
画
の
う
ち
塚
、
庭
と

　
し
て
協
力
す
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

　
か
？
と
い
う
こ
と
を
学
校
側
と
は

　
な
し
あ
っ
て
は
っ
き
り
と
知
っ
て

　
お
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

三
、
で
す
か
ら
具
体
的
な
こ
と
柄
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
と
の
話
し

あ
い
墓
わ
劣
に
な
る
と
退

　ます

が
、
ど
こ
の
学
校
の
場
合
に

　
第7暑　　 十日町市
驕甥鵬膿溜溜鵬冊臨躍躍鵬躍賜詔

　
つ
い
て
も
い
え
る
共
通
の
問
題
と

　
い
う
も
の
を
二
つ
三
つ
記
し
て
み

　
ま
す
。

①
子
ど
も
さ
ん
の
健
康
に
留
意
し
て

　
下
さ
い
…
…
と
い
う
こ
と
で
す
。

旅
行
は
楽
し
い
一
面
、
ち
が
っ
た
環

境
に
緊
張
し
た
気
持
が
連
続
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
余
程
健
康
状
態

が
と
＼
の
え
ら
れ
て
い
な
い
と
、
思

わ
ぬ
失
敗
が
生
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
特
に
集
団
的
な
行
動
が
行
わ
れ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
い
つ
も
か
＼
り

　
　
　
　
　
　
　
　
菱
ノ

　
　
　
　
濃
向

　
　
　
　
　
砺
．

　
　
　
　
硝
－

　
ζ
駄
　
　
　
　
　
〆

憶
．
　
嚢

靹
偽
億
露
ナ
姦
藩

傘
麹
壌
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
，
準

にか
い
を

や
す
い
病
気
と
か
、
お
こ
り
や
す
い

身
体
的
な
状
態
な
ど
を
、
細
大
も
ら

さ
す
、
担
任
の
先
生
に
御
連
絡
に
な

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

②
服
装
や
持
ち
物
は
簡
素
で
身
軽
な

　
も
の
に
し
て
下
さ
い
…
…
と
い
う

こ
と
で
す
。

服
装
は
制
服
制
帽
ま
た
は
、
質
素
な
も

の
を
着
用
さ
せ
、
旅
行
の
寸
前
に
な

っ
て
新
調
し
て
、
く
つ
＞
れ
を
し
た

り
、
忘
れ
物
の
原
因
を
つ
く
っ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
（
防

雨
兼
甲
）
は
簡
易
な
も
の
な
が
ら
重

窒
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

③
出
発
前
に
か
＼
り
つ
け
の
お
医
者

　
さ
ん
に
健
康
診
断
を
し
て
お
い
て

　
頂
く
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

た
と
え
学
校
で
一
斉
に
や
っ
て
下
さ

っ
て
も
、
何
か
平
素
病
気
に
な
り
や

す
い
体
質
の
人
な
ど
は
、
特
に
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
　
火
災
シ
ー

さ
し
も
の
雪
も
漸
く
融
け
初
め
て
春

が
訪
す
れ
て
参
り
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
乍
ら
こ
の
季
節
に
な
る

と
風
も
強
く
吹
き
、
湿
度
は
低
く
な

り
、
火
災
が
多
く
発
生
致
し
ま
す
。

そ
の
上
大
火
に
な
る
危
険
性
も
増
大

網i毒町

響
霧

十日町都市計画決定街路
ズ
ン
來
る

巳
o
卿
も
”
ゆ
■
－
◎
．
●
o
o
亀
一
〇
■
唖
じ
、
，
働
噂
、
卿
●
曝
．
♂
、
！
』

す
る
季
節
で
す
。

　
私
共
は
こ
の
火
災
期
に
対
処
す
る

た
め
、
充
分
な
注
意
を
よ
り
一
層
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
塩
沢
町
の
火
事
、
分
水
町
地

蔵
堂
の
あ
の
大
火
な
ど
、
今
更
乍
ら

火災

の
恐
ろ
し
さ
に
傑
然
た
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
今
年
に
入
っ
て
高

田
町
、
梅
沢
、
四
日
町
と
三
回
も
火

災
が
あ
り
、
対
岸
の
火
事
処
で
は
な

い
の
で
す
．

　
火
災
発
生
の
原
因
に
は
多
々
あ
り

　
　
　
　
ー
．
　
Q
ノ
ー
5
　
Q
／
　
6
　
ワ
臼

ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
各
人
個
汝
に

充
分
注
意
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
大
半

は
未
然
に
防
止
出
来
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
暖
く
な
り
、
心
が
弛
み

勝
ち
に
な
り
、
炬
燵
を
掛
け
た
ま
、

外
出
し
た
り
、
コ
ン
ロ
の
不
始
末
や

煙
奨
の
過
熱
や
、
風
呂
場
の
火
の
不

騨畿鑛

鰍
翻
鰹
筋

蝉
も
日
増
し
に
暖
く
茎
・
外

一
出
勝
ち
に
な
る
時
節
で
す
。
特
に
火

｝
の
元
に
気
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
火
災
発
生
予
防
に
万
全

を
期
し
つ
＼
あ
り
ま
す
が
、
市
民
各

位
も
①
夜
ね
る
と
き
ム
ニ
度
火
の
元

を
見
廻
る
②
火
の
販
扱
い
は
子
供
に

ま
か
せ
な
い
㊨
炊
事
場
附
近
に
は
常

に
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
置
く
④
消

火
器
の
備
え
付
け
を
す
る
、
な
ど
。

災
害
未
然
防
止
に
更
に
濡
意
を
さ
れ

た
い
。

　
来
る
五
月
一
日
か
ら
一
週
間
火
災

予
防
週
間
と
し
て
皆
様
と
共
に
心
の

緊
張
を
販
り
も
ど
し
、
「
火
災
予
防
、

ぎ
　
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
　
ノ
」
　
　
蟻
N
脳
艇
　
ー
イ
ー
』

銑
磯
蛋
．
島

　
　
　
　
の

羅

災
害
未
然
防
止
に
各
人
個
た
が
注
意

の
上
、
格
段
の
御
協
力
と
御
配
慮
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

良
水
の
湧
出
に

　
　
　
　
　
　
嬉
し
い
悲
鳴
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る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
難
行
を
み
せ

て
い
た
上
水
％
最
水
井
工
事
は
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
春
簡
近
の
三
月
末
か

ら
い
よ
い
よ
本
調
子
に
向
い
つ
つ
、

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
起
工
式
後
直
ち
に
着
工
し
資
材
の

手
配
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
十
二
月

の
豪
賠
の
た
め
鉄
道
貨
物
の
滞
り
か

ら
資
材
の
運
搬
に
苦
労
し
、
一
月
末

に
至
り
型
枠
鉄
筋
等
組
立
て
を
完
了

二
月
末
に
第
一
回
目
高
さ
三
米
、
直

径
八
米
、
厚
さ
．
O
・
五
米
井
筒
（
井

戸
側
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
を
完
了

し
、
三
月
始
め
六
吋
の
ボ
ン
ブ
（
十

馬
力
エ
ン
ジ
ン
付
）
二
台
に
よ
り
排

水
作
業
を
行
い
な
が
ら
井
筒
の
沈
下

堀
さ
く
作
業
に
か
か
り
ま
し
た
。
中

句
を
過
ぎ
二
米
沈
下
す
る
に
及
び
六

吋
ボ
ン
プ
（
十
馬
力
エ
ン
ジ
ン
付
）

三
台
に
よ
り
排
水
す
る
も
、
霊
泉
の

湧
き
て
尽
き
ざ
る
如
き
良
水
に
、
毎

日
一
万
ト
ン
の
排
水
を
み
て
な
お
作

業
が
で
き
す
、
目
下
八
吋
ボ
ン
ブ
ニ

台
（
十
五
、
馬
力
エ
ン
ジ
ン
付
）
を
緊

急
垂
配
中
で
す
。

　
今
後
は
潜
水
作
業
に
よ
る
沈
下
工

法
を
施
す
線
が
強
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
豊
冨
な
、
し
か
も

水道工事現場

良
質
の
水
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
融

雪
期
に
お
け
る
水
中
工
事
の
悪
条
怖

と
ば
い
い
な
が
ら
、
ま
さ
に
嬉
し
い

悲
鳴
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
女
今
後
は
夏
に
も
う
一
段
の
井
筒

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
を
施
し
沈
下
さ

せ
、
蓋
床
を
作
り
、
周
囲
准
整
地

し
て
こ
の
工
事
を
完
了
す
る
乙
と
に

な
り
ま
す
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
三

月
末
日
迄
の
竣
工
期
限
も
四
月
末
ま

で
延
長
の
己
む
な
き
に
．
至
っ
た
よ
う

な
次
第
で
す
。

　
な
お
こ
の
井
戸
が
雪
消
え
と
同
時

に
完
工
す
れ
ば
、
春
日
和
の
信
濃
川

　
　
ブ
・
ツ
ク
住

　
　
宅
の
雨
漏
れ

　
去
る
三
月
下
旬
市
営
住
宅
士
代
坊

団
地
内
特
殊
耐
久
構
造
の
住
宅
の
雨

｝
漏
れ
の
報
に
依
り
建
設
課
で
調
．
査
し

た
と
こ
ろ
、
小
屋
裏
コ
ン
ク
リ
ー
ト

版
に
写
真
の
よ
う
な
水
滴
が
、
換
気

孔
の
所
を
除
き
一
面
に
附
着
し
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。

　
こ
の
現
象
は
外
気
の
冷
却
に
よ
り

屋
根
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
が
冷

え
屋
内
よ
り
上
昇
す
る
湿
気
、
水
蒸

気
、
な
ど
が
天
井
裏
で
急
激
に
冷
え

水
滴
と
な
っ
て
附
著
す
る
。
あ
た
か

も
冬
季
車
中
の
暖
気
が
車
窓
の
ガ
ラ

ス
に
附
着
す
る
と
同
じ
現
象
で
あ
っ

て
、
こ
れ
が
水
滴
が
寄
り
集
り
落
下

す
る
の
で
あ
っ
て
学
説
で
こ
れ
を
結

露
と
い
っ
て
い
る
．

　
寒
冷
地
域
の
乙
う
し
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
既
に
こ
の
欠
点
に
悩
ま
さ

れ
昭
和
三
十
年
度
よ
り
和
小
屋
の
瓦

蕩
屋
根
構
造
を
採
用
し
て
来
て
い

る
。

　
市
と
し
て
も
初
め
て
の
経
験
で
り

～
県
に
こ
れ
が
対
唆
の
結
論
を
照
会
中

そ
あ
る
。

　
、
要
す
る
に
小
屋
裏
で
．
湿
気
が
外
部

に
換
気
さ
れ
る
前
に
冷
え
る
か
ら
、

こ
の
現
象
を
起
す
わ
け
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
版
と
の
間
に
断
熱
層
を
設
け
暖

気
、
水
蒸
気
が
冷
え
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
触
れ
す
外
部
に
排
出
出
来
る
よ

う
な
す
べ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
乙
の
施
策
を
県
建
築
課
に
於
て

も
各
地
に
照
会
し
て
何
ら
か
の
指
示

を
な
す
べ
く
目
下
研
討
中
で
あ
る
。

　
乙
う
し
た
不
燃
性
家
屋
の
建
築
に

つ
い
て
の
一
般
の
関
心
が
非
常
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
一
般
に
於

い
て
も
以
上
の
欠
点
に
つ
い
て
充
分

な
注
意
を
な
し
建
．
築
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
　
　
　
（
建
設
課
）
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辺
り
に
叉
一
つ
本
市
の
名
所
と
し
て

取
双
井
戸
が
皆
様
の
前
に
お
目
見
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
商
工
だ
よ
り

　
昨
年
末
中
越
飽
区
店
頭
装
飾
競
技

会
が
あ
り
、
十
日
酊
地
区
か
ら
七
店

が
出
店
し
好
評
を
博
し
た
。
総
評
と

し
て
十
日
町
の
商
店
、
街
は
商
都
長
岡

に
お
と
ら
な
い
と
い
う
講
評
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
店
主
各
位
が
専
門
家

を
招
き
、
あ
る
い
は
先
進
地
の
視
察

等
に
ょ
り
た
ゆ
み
な
い
研
究
を
行
っ

て
い
る
成
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
一
部
に
は
旧
態
の
店
舗
も
鼠
受
け

ら
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
店
舗
の
改

築
と
か
模
様
替
を
必
要
と
す
る
場
合

は
経
済
課
商
工
係
へ
申
出
下
さ
い
。

県
の
専
任
係
官
を
招
い
て
企
藁
診
断

及
び
店
頭
装
飾
の
指
導
を
願
う
予
定

本
年

都
宙
計
画
廓
業
に
つ
い
て

　
本
市
の
都
市
計
画
は
肥
和
九
年
二

月
計
画
線
の
認
定
を
受
け
て
以
来
僅

か
停
車
場
原
環
状
線
の
一
部
及
び
川

原
町
線
の
一
部
を
施
行
し
た
の
み
で

末
だ
一
万
二
千
米
の
計
画
線
が
残
っ

て
い
る
。

　
本
年
度
は
住
吉
稲
荷
町
線
三
百
九

士
ハ
米
巾
員
十
五
米
（
人
道
車
道
に

分
け
る
）
工
事
費
六
百
三
十
五
万
円

を
予
算
に
計
上
し
た
。
叉
こ
れ
に
対

す
る
国
庫
補
助
も
或
る
程
度
の
見
透

し
が
つ
い
た
の
で
、
高
山
地
区
々
劃

整
理
工
事
と
平
行
し
て
実
施
す
る
計 度

建
設

土
木

事
業

画
で
あ
る
。

　
な
お
類
市
域
拡
張
に
伴
い
北
は
尾

崎
、
五
軒
新
田
か
ら
川
治
南
端
ま
で

数
本
の
計
画
線
を
別
記
の
よ
う
に
策

定
し
た
。
目
下
建
設
省
の
認
定
を
受

け
る
た
め
鰭
備
中
で
あ
る
。

　
こ
れ
等
の
事
業
費
に
充
当
す
る
た

め
本
年
度
か
ら
別
記
の
通
り
都
市
計

画
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
徴
収
区
域
内
の
他
の
一
般
土
木

工
事
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
税
を
特

別
負
担
す
る
の
で
計
画
線
に
準
じ
て

地
元
負
担
が
な
く
工
事
を
施
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

然
し
用
地
買
収
曹
、
物
件
補
償
費
に
つ

い
て
他
の
地
域
と
同
様
に
、
取
扱
う
。

　
瓢
般
土
木
葛
業
に
つ
い
て

　
新
市
五
ヵ
年
計
画
も
遂
次
実
施
し

て
い
る
が
合
併
後
の
状
勢
の
変
化
に

よ
り
路
線
の
変
更
、
暖
急
等
考
え
ら

れ
る
の
で
改
め
て
樹
寛
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
段
階
に
き
て
い
る
。

　
現
任
ま
で
の
五
ヵ
年
計
画
の
出
来

高
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
通
路
（
四
一
件
一
六
四
五
〇
万

　
円
）
百
％
の
内
六
・
四
九
、
％

　
橋
架
（
一
九
件
二
〇
四
〇
万
円
）

　
百
％
の
内
一
九
・
O
％
（
完
成
六

件
）

本
年
度
計
画
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
道
路
（
『
○
八
四
千
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
究
％

　
橋
柑
果
（
二
、
山
ハ
四
〇
千
由
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
h
ハ
．
一
二
％

　
以
上
の
よ
う
に
本
年
匿
は
五
ヵ
年
．

計
画
に
相
当
重
点
を
，
瞬
い
て
計
画
し

他
の
工
事
も
大
小
合
わ
せ
て
六
十
余

件
あ
る
の
で
特
に
計
画
的
に
施
行
の

方
針
。工

事
施
行
に
つ
い
て

①
　
請
負
工
事
に
つ
い
て
消
雪
後
遂

次
着
手
す
る
が
特
に
地
元
寄
附
金
の

要
す
る
も
の
は
着
手
前
必
す
納
付
す

る
よ
う
今
か
ら
準
備
の
こ
と
。

②
補
助
工
事
に
つ
い
て
は
主
と
し

て
農
閑
期
の
施
行
が
多
い
が
着
手
数

週
間
前
に
建
設
課
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
施
行
に
当
っ
て
は
課
員
の
指
示

に
従
ひ
設
計
通
り
行
う
よ
う
留
意
の

こ
と
。

災
富
に
つ
い
て

本
年
度
は
異
常
な
嚢
当
の
た
め
消

雪
後
通
路
の
欠
壊
が
多
く
発
見
さ
れ

る
こ
と
＼
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
は
直

ち
に
各
出
張
所
叉
は
直
接
建
接
課
に

連
絡
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
醗
醸
課
）

自
衛
官

　
防
衛
庁
、
℃
は
昭
和
三
十
二
年
度
第

一
次
の
陸
、
海
、
空
（
二
土
）
の
自

衛
官
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
て
お
り

ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
尚
志
願
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
市
役
所
総
務
諜
及
各
出
張
所

に
志
願
案
内
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

－
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ス
応
募
資
格

　
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
現
任
満

　
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
（
昭

　
和
七
年
六
月
二
日
か
ら
昭
和
十
四

　
年
六
月
一
日
の
間
に
生
れ
た
も

　
の
）
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
程
度

　
の
学
刀
を
有
す
る
も
の
。

二
、
募
集
人
員

　
二
等
隔
土
約
一
『
四
〇
〇
名

　
二
等
海
士
　
　
　
　
約
八
O
O
名

　
二
等
空
士
　
　
　
約
五
〇
〇
名

三
、
受
付
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
。

四
、
試
　
験

　
国
語
、
数
学
、
社
会
、
口
述
試
験

　
及
び
身
体
検
査
。

五
、
試
験
期
間

　
第
一
回
朋
五
月
六
日
か
ら
五
月
十

　
　
日
ま
で
の
間
。

　
第
二
回
ヨ
七
月
一
日
か
ら
七
月
十

　
　
三
日
ま
で
の
間
。

　
　
（
募
集
期
間
中
、
試
験
を
二
回
行

人
事
異
動

　
　
　
　
四
月
一
日
発
令

収
入
役
堅
長
　
室
事
丹
羽
　
幸
沿

『財
務
課
長
　
　
主
事
　
帽
垣
　
正
秋

総
務
課
戸
曝
、
柵
係
長
　
主
専
内
田
…
吉

同
財
務
係
長
　
主
事
　
田
村
　
正
徳

水
道
課
技
師
技
師
　
岩
田
　
正
吾

財
務
課
第
二
賦
課
係
是

　
　
　
　
　
　
主
事
　
膳
田
　
義
宜

建
設
課
庶
務
係
長
　
主
誓
南
嚢
幸
一

．
総
務
課
叉
轡
統
計
係
長

　
　
　
　
　
　
免
事
樋
能
…
　
徹

㎜
市
長
室
　
　
　
主
事
　
樋
口
・
吉
郎

｝
財
務
課
第
一
賦
藻
係
長

｝
　
　
　
　
　
書
記
　
阿
都
　
十
郎

響
奮
霧
嚢

｝
社
華
輪
会
難
作
、
、
、

　
　
　
　
　
　
主
扇
　
阿
部
子
之
松

吉
田
出
張
所
主
任
　
主
事
尾
身
善
．
僑

中
条
出
張
所
主
任
　
主
事
岩
田
宜
照

下
条
出
張
所
勤
務
　
主
事
近
藤
　
豊

監
査
委
事
務
局
　
主
事
　
鈴
木
貞
次

社
会
福
祉
主
事
　
主
事
山
田
葺
佐
栄

蓑
警
嚢
奮
上
村
政
基

募
集
”

　
い
、
主
と
し
て
憲
願
申
込
の
早
い

　
も
の
を
早
期
に
ス
隊
せ
し
め
る
）

六
、
入
　
隊

　
陸
士
（
六
月
）
約
三
、
七
〇
〇
名

　
　
　
　
（
九
月
）
約
七
、
七
〇
〇
名

　
海
士
八
月
以
降
逐
次

　
空
士
七
月
以
降
逐
次

七
、
志
願
手
続

　
市
役
所
総
務
課
及
び
各
出
張
所
か

　
ら
憲
願
票
二
枚
を
受
飯
り
、
各
事

　
項
記
入
捺
印
の
上
、
五
円
切
手
一

　
枚
添
付
し
て
受
付
期
間
内
に
最
寄

　
り
の
出
張
、
所
又
は
総
務
課
へ
提
出

　
し
て
下
さ
い
。

　
ム
▲
蓉
●
魯
▼
7

編
集
後
記

◎
…
春
が
春
た
1
春
が
来
た
ー
な
ど

と
浮
い
て
は
い
ら
れ
な
い
、
火
災

の
シ
蟹
ズ
ン
が
来
た
の
だ
。
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
注
意
い

た
し
ま
し
よ
う
。

◎
…
四
月
か
ら
新
年
度
、
婦
人
週
間

緑
の
羽
根
、
防
火
運
動
と
多
彩
な
行

事
が
次
か
ら
次
と
繰
9
展
げ
ら
れ
て

行
く
。

◎
4
市
政
だ
よ
り
も
新
年
度
よ
り
、

毎
月
十
五
日
発
行
に
な
っ
た
。

各
位
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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